
144.湖東町小八木塚本古墳の調査

位還と環境

小八木坂本古J武r;j.湖東町小八木地先に所花していた。

一帯はヰ:約川J..:J;!の金側、T山に;包!!なる琵琶湖に向けで

なだらかい|海るj也j設である。-4灯台杭の伺辺-，僚はその

逃営1時Ii.lifJ鰍の放んでいない土地であったらしく、よ長

干高等の巡跡1:1.余り鰍惚されておらず、古布1鮮 とし て把

隠されて釘 リ、 当11キはより凶1s.の柴磁の後背地と して

の位貨を占めていたとみられる.付i!.W，現1'E'孟水田化

され、 i~:時め i由m~を {忠ぷよすがはないが、点々として

残る古川や総木林などが{曜かにその余併殺をなす。な

お、本1士i!j¥の筒50mには閉口しているものの、担当丘 ・

右妥のは (f完存ずる占!Jjが&!遣を I!~げさせ、水問地に

せり出した形で存往する他、周辺一帯には外形から、

あるいは{云ゑという形で古島II也が点在し、また、東350

mには前万後円れと目される小八木東古坑が、さらに

北東 ・東には祇閉・lJlm山崎:UI宇カ・ある。
鯛査の経憲章

本占杭の調合:(;l:llt.易税制に{辛うす手前調1!i:であり、 19

80~4 月 -6 月にかけて町教径の協力を得て、県教委、

県文化財保"韓協会の手により災施された.宮崎査若手時

に古墳周辺 rj慨には場妓i~l市首位がi巧んでいたが、 本古

駁上にはお}也h返さんが.'t:'Ji されてその~屋が営なまれ

ていたため当初l;tニの古川も併わせて残され、水田内

に張リLllした形で残されていたのである。しかし、残

念ながら.1\凶器さんの御成光も、 ï~杭の平F従も問地利用

の効帯化のf11Jにはヰっかり 色槌せ、地泌さんはすぐ そ
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liの代替地へ、古明Liil己nとして残すという ζ とにな

リ、発J施調査が笑秘iされたものである。減資にかかる

時点では古jft]:にI:l.t也政官:;i)f'Etなまれていた他、その

不[察官Eを中心として 2mf1の脱リよりをポしてお 1)、

明確に古坑であることは判明 していた。 内音11について

は巡存肢は惑いものとみられ/ょが、 ro:Jれの進展にl半い

石室内についてはか令 リi!l.(.f)立の良好・な ，!:ili'(であるこ

西側lfil潟
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とが1'IJIVIした.以下、そのお室内の訓伐を主として概

述しよう.

遺傷について

本。Ij.11'1は倣i¥:式行笠を主体的とする川坑であり、そ

iLは1~25mf止を ai・ るむのであ勺た。

周潟の網査 Ii'iJ H，~は関側が税ポ[:の巡目指下で、また 、

~tfllljl.t 11.1:持税制11以前の道路でそuぞれ似l史、もしくは

阻められて調伐が不能であったが、点、 jll.jlllllでトレン

チぬiリによリそれぞれ問泌を碓必した.その結果、東

IIlH';li品l.t鮒 2m、深さ 0.8mで内部WIiI'.I.t灰縞色砂i足

を主とし、また、西側問機は申u¥201、深さ 0.3mで内

部ttl'1: l.t ，'I¥褐色秒、i尼を主としたものであった.その腐

f/ljの ttlけ:や If.対たが異なるのは*から (lqへ Ilii ~Hする|当然

J也!杉によるものと忠われる。また 、，Iitj'I (/') IjiJj(liには悶

協は11Mっておらず外界との辿日告が設けられていた可能

性がある。これら東西の刷Hljltllが25mをJt1)、似を11ii

くことから径25mの向れと鍛定した.

盛 り土の関室主 古tj't1孟設褐色砂iltと:，1.¥約色砂泌を交

h;に、あるいは、そのi見合土を仰さl局めたむので外形

を形成している。また、石室l.tJ，';E!lfィIの鍛えつけにI也
ぜ

UJを，f':l二制リ下げて/IDIえ石ゃょによる十Wlilめを行い、

その後、:(iをft'1み上げて当込め当?を行、‘t.'4祭している.

石室の鯛II ィjfiIはそのヲミ.JHiがff;んど取り l徐かれ

ていた以外は時々完援にj立存しており、 I~I~民矛1 1J i立存

していた.;ri可{l.t i*11ニHf~口し 、 "1':í(li)f~1よiLGflll1 に tlhのあ

る"dill式のtvi火式石家て・玄宅{刈1，¥160("11人民さ512crnを

什り、その京slqのラインに合わせて申I，¥128cm、長さ288

cmの入り Il，mのやや間〈淡逃が付されている.土:宅内

はその中央部で河原石の事1Iによりこつに分別される。

その後背IIQ!.峨託子リは一辺10-15cm.r.tのがI原行がー衝に

ぴゥしリ 4泣きつめられ、そのli可ffllが.. u日lであるのと好

対象をなす。以下、その激-:{J' 宮1I を後三{、土Illl部を古Îj~

として記述する。後室の敷石1;1'I'!Iと市1Iにやべ仰11かいf，楽

がリIJ.((かれ、その問問はやや大111のiufJJj(，f i 1)'~jÍ(かれる。

また、ニの!倣7(-jのiな上には小紋浮を焼いたl天がー[簡に

びっしリ 10-15mmの/Jlさでi削イiしていた.この!長 ・木

炭 I;I:~).((かれたことは明らかであるが、いつ般かれたの

かは明慌では無いが、後述する出土泌物に火伎が無い

l.~から当初jのものともみえる. i益企tt主き 、あるいは何

らかのマジカルな意味を持たすものなのか.ζの後*

からは東北隅に立て鎌けられた鉄製大刀、金環、鉄製

也刀y:i片、鉄製刀子、鉄織、鉄量I、あるいは筒来隅に

純!l!!i輩、北西側敷石下に益保の~J~.'ぷ総が出土した。前

進からは1111昔1Iから須怒若手矧(談t下3セット、無向台杯、

砲、才能瓶、 台付長要員登、 夜、小!IHunil~) が、 また、

中央しきり石付近から鉄製馬具、淡泊とのしきり石付

近から鉄製馬具の一部がそれぞれiliょした.その出土

状態からみて前室の鉄製品と後宅の鉄~r、金mが若手

..._ム楠旬、喝
石室金策(奥喜重から) 袖昔日の右組

玄室中央のしきり石から奥墜を見る

西側玄室後部の石組み

その敷石を除き鋸えつけ状態を見る
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出土須恵$台イす長類蜜
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信轡
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Eコ脱線色 ."嶋砂返'"必会土

芭ヨ抱山{貫鳩芭祐輔砂泥}

3m 

図 | 小八木塚本吉積石室実;即j図
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図 2 出土遺物 1.鉄製大万 9.鉄製轡 2-8， 10-12.須恵器
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移動している可能性がある他は略々際、位置にあるもの

とみられる。各位は大型の河原石(自然石)を使用し

構築され、最も残っていた部分でおき 140cm稼あった。

このうち来1I11J1"IJ11&はその」二郎にかけてilli側にかなりせ

り出していたがこれは天井石の除去のさいなどの後t註
の乎によるものとみられ、西1f!日制IJ被が田島々垂直で上部

はややilliflllJに後退しているのも同様の事情によるとす

れば、{日刊を上苦I~はやや内に向けてせり出していたと考

えられよう。奥袋、宇lli石は共に巨大な石材を利用して

お1)、羽Ii石!;!:方形にするための加工が行なわれている。

また 、この1111石に対面する:iRJP.IJにも 巨石が立てて使わ

れ、合わせて玄nとしての意識がみられる。奥段、 1P.IJ
l\~の岐;(j はともに地山を技íl り下(f、必妥に応じて綴悶

め石を使い土でぐるリを殴i定していた。ヲミ井石は一石

iお存していたがそれは長辺 2.3m筏の巨大な制り石で

あった。問答石は1é:~fRllに而をつくっていた。

遺物について

111こ|二したj立物l土光述のとお りで、以下、そのうち須

必智正哉尽についてIi~述しよう。7，;;)下{ま石室内で 4 セッ

ト出こl二しておリ、その作乎に 2股がある。 1Hi.!i?:f.天
井部、原l底部にへラケズリが』告さ hゆるい弧を持つむ

ので市〈偏平な形態で lセット出土し、 11"'11は阿部分

がへラオコシのあと未~~~停で平坦に近〈 、 やや訪れ、形

態で、 JHf.10C'lI1liiH去のむの 2セッ 1.0 I司l1cm前後のむ

の 1セットが後宅-1じJlS向島の敷布下から出土している。

また 、前笠でtiI二記の WtJから 10cmf~1浮いた状態で無尚

子;のt不が 1WIJ ，~i土している。よれは%Ut、がi笠松した後

のもので、深〈、 l限に段をつくる形態である。以上の

例ではへラケズりのあるものがやや古い様相を持つが、

その他の例と大きなH寺JlJl差はなく、他の仔r~J.1:総 :jJ[もこ

の1I;'n闘のものである。また、~!\Ii尚子ì J手 fi一世代総の廷

があり、追若手むと'の行為が考えられよう 。

考祭

石室平函の規裕について 石室の平泊jJ別立先JAした

如く片 ~IIJ式で、後i立入り口がやや開〈形態のものであ

る。淡泊部;から玄室にかけては地のi向1氏による廷はな

く、 MI石と ニ列のしきり石によって内部分;i刻が行なわ

tLている。ょのうち南fi!ljのしきリ析は矧l右とのセット

で淡逃と玄去とを分摘するものであり、玄室内の有11J
l対象塗 ・ 4}~ き石を設ける部分と前;iI . 土11:11の部分に分

別している。このうち後三三は木tr;用とみられる欽釘や

袋身用の金刻、大刀などの出土やその位泣からみて特

使としての性格がみーえられ、前主主はその前庭として位

目立づけられよう。さらに付言すれば、この後奈はその

倣き不[の大小や~}!(き 11にまをがゐる。f!ß ち 、 その中心部

にはややノ1， )\'1の E楽が'æ.'1ニリ~~かれており、それにわ1・し、

その防縁部はやや大!?!の陳が糊.に微かれるという具合

である。こうした点と欽釘が中央小E楽部の周縁からH.l

袖笥1から閉塞石を見る

玄室前昔日の遺物出土状態

同須窓著書出土状態

~室北東隅に立て絡けられた鉄刀
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ゴニし、また、他の泌物が中央部に滋かれず創jll古1Iに配

滋されている点から、恐らく、ニの相主要は被事事者の氷

結安itI苦[1=中央小磯苦1¥とその周縁という関係になろう。

きて、以上のしきり石列や石室傾などから各部位の

割リつけを考えると32cmという数値がl単位として羽l

リ出せる。ニtLを単位として容1Iり付け図化したのが図

4 であり、その基礎とした部位は典俊ライン、玄~中

央官11しきり石事IJの帽、向ヲIJ、羨i遺書Rしきり石列、キfb石

である。 この図を聖書約して平蘭規校をみると玄室I立長

さ16単位 (S12cm)、rllf.js単位 (160cm)、長先進苦Eは中高を

1単位減じ 4!fl位 (128c01)、長さ は翻.nu寺は 9単位(

288 cm)とも寸数値が得られる。また、 I刻家石もその

徽みよlずの面の却;jった部分(玄車jRll)がこの方Ilf{にの

っていることが宇IJる。あるいはこの閑饗石も石室築造

当初からのプランといえようか。また、二の図からみ

iLば~III石官11がやや聞fR1Jに寄っている。あるいはこれは

石家築造のさいに巨大な石村の故にか愉石の煽えつけ

が当初プラン通りにゆかず.そ札と共に周辺の石材の

似えつけがややj民舌Lしてしまったのではな いかと推測

される。以上から玄室内はきっちリと 2分割されてお

り、さらに、その寸法上tli憾の 3.2絡が長さというこ

とになる。

石室内造物の配置について 造物の出土位iill:1ま図 3

玄室北西隅蓋杯出土状況

ぷ重三当

主孟Z?
111 15cm 

同須恵務実測図

に示し た通リである。ニのうち原{立法(国l葬された時 った ことが北IJD)jする。

。:の位澄)から大き〈修動したとみら Ilるのは務遂し まとめ

きり右付近の馬具の一部であり、 他の遺物は少々の移 以上簡単に~=ff.結果につ い て記述したが、本調査で

動とみられ、この分布が当初の刑事F状況を示していよ 石室の税桜などについて多くの知見を待た。石室は字

う。従って、その配設は基本的に結周辺には身体装紙 曽川右訟の上蚊野古機群の階段状石室でない ことが指

的な品々が、その前庭には祭音量的 ・明骨量的な須忠総鍔i 舗でき、その基準尺皮として32cmという数依を得たが、

がiiiかれるということであろう。また、北西附敷石下 こう した諸点が妥当なものか、付近の古J11との比較な

にi泣かれた室長停は総{とは伺覚的にも外れる Lのであり 、 ど今後さらに考察するよとが必要なこ とを付言してこ

古.l'rt~長造の祭j柁に関わるものか ともみえる。それ と 対 の縞を終えよう 。 (松i祭修)

の佼ji主の灼鎖去をは敷石

と同時期に付されてお

り、やはリ他の~~[怒号ま

とli5;1jの意志があろう。

これら須窓容器から当古

tnli 6世紀末楽を粕と

した時期に築造、 7-陛

紀小事遣に再び手が加わ --
図 3 石室内遺物分布図

図 4 石室平面地割推定図(一方自畏は32cm)
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